
刈谷市ＡＥＤ貸出事業実施要綱 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、市民が参加するイベントにおいて突然の心停止状態に陥いる

者が生じたときの救命活動に備えるために行う自動体外式除細動器（以下「ＡＥ

Ｄ」という。）の貸出しについて、必要な事項を定めるものとする。 

 （貸出対象者） 

第２条 ＡＥＤの貸出しを受けることができるものは、次の各号のいずれかに該当

するイベントを主催する団体等とする。 

 （１）おおむね１０人以上が参加する市内で開催される公益性のあるイベントで

あり、営利を目的としないもの 

 （２）その他市長が適当と認めるもの 

 （貸出条件） 

第３条 ＡＥＤの貸出しを受けようとする団体等（以下「借受希望者」という。）は、

医師、看護師、救急救命士又は救急救命講習等を修了した者を、イベントを実施

する会場に常時配置しなければならない。 

 （貸出期間） 

第４条 ＡＥＤの貸出期間は、原則としてイベントの初日の前日から最終日までと

し、７日を限度とする。ただし、市長が特別の事由があると認めたときは、この

限りでない。 

 （貸出しの申請） 

第５条 借受希望者は、貸出しを受けようとする日が属する月の前月の初日から貸

出しを受けようとする日の７日前までに、ＡＥＤ貸出申請書（様式第１号。以下

「貸出申請書」という。）を市長に提出しなければならない。 

 （貸出しの承認） 

第６条 市長は、貸出申請書を受理した場合は、その内容が次の各号のいずれかに

該当するときを除き、ＡＥＤ貸出承認通知書（様式第２号）により借受希望者に

通知するものとする。 

 （１）医師、看護師、救急救命士又は救急救命講習等を修了した者が、イベント

を実施する会場に常時配置することができないと認められるとき。 

 （２）ＡＥＤを常に良好な状態で管理することができないと認められるとき。 



 （３）故障その他の事由によりＡＥＤの貸出しができないとき。 

 （４）その他市長がＡＥＤの貸出しについて適当でないと認めるとき。 

 （費用負担） 

第７条 ＡＥＤの貸出料は、無料とする。 

 （借受者の責任） 

第８条 貸出期間中のＡＥＤの維持管理は、第６条の規定による承認を受けた団体

等（以下「借受者」という。）の責任において行わなければならない。 

２ 借受者は、ＡＥＤを破損し、汚損し、又は紛失したときは、速やかにＡＥＤ破

損・汚損・紛失届（様式第３号）を市長に提出しなければならない。 

３ 前項の場合において、借受者は自己の負担において原状に復し、又は現品をも

って弁償しなければならない。ただし、市長が特別の事由があると認めたときは、

この限りでない。 

 （遵守事項） 

第９条 借受者は、次に掲げる事項を守らなければならない。 

（１）ＡＥＤを取扱説明書に従い適切に使用すること。 

 （２）ＡＥＤを救命活動以外に使用しないこと。 

 （３）ＡＥＤを処分し、転貸し、又は譲渡しないこと。 

 （返却及び報告） 

第１０条 市長及び借受者は、借受者がＡＥＤを返却しようとするときは、ＡＥＤ

返却確認書（様式第４号）により状態を確認するものとする。 

２ 借受者は、ＡＥＤを使用した場合は、ＡＥＤ使用状況報告書（様式第５号）を

市長に提出しなければならない。 

 （返還） 

第１１条 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、ＡＥＤの貸出

しの承認を取り消し、借受者からＡＥＤを返還させることができる。 

 （１）借受者がイベントを中止したとき。 

 （２）借受者がこの要綱の規定に違反したとき。 

 （３）その他管理上特に必要があると認めたとき。 

   附 則 

 この要綱は、令和２年４月１５日から施行する。  



附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、令和７年１月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 令和７年１月１日において、改正前の様式第１号による用紙で、現に残存する

ものは、令和７年３月３１日まで使用することができる。 

 


